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1 はじめに 
ＪＲ黒崎駅南方約500mに位置する「文化・交
流拠点地区」は、北九州市の副都心にふさわし

い都市機能の充実と地域の回遊性の向上、さら

に黒崎のにぎわい再生を目的に、PFI事業による
整備が進められ、平成24年7月1日にホール棟、
図書館棟、公園がオープンした。この中の黒崎

ひびしんホール（北九州市立黒崎文化ホール）

は、市民の文化活動の発表の場、公的行事の場

となる大ホール（最大826席）・中ホール（最
大310席）の他、日常の活動・修練の場となる
大中小の練習室、及びリハーサル室を併せ持っ

た文化施設である。特に大ホールについては優

れた文化・芸術の鑑賞の場としても重要な役割

を担うため、高度な性能が要求された。音響検

討は、これらの施設の位置づけを把握した上で、

遮音・騒音制御、室内音響に関して実施した。 
表1 施設概要 

所在地  ：福岡県北九州市八幡西区岸の浦 2丁目 1-1
発注者  ：(株)黒崎コミュニティサービス 
設計・監理：日本設計・久米設計・豊川設計 JV 
音響設計 ：ヤマハ(株)PA空間音響グループ 
施工   ：福田・若築・三菱化学 E・東洋・大同 JV
構造／階数：RC造／地下１階～地上 3階 
工期   ：2010年 8月～2012年 6月 

2 音響計画 
本施設は大・中ホールの他、発表会や練習の

ための多数の諸室からなる複合施設であり、会

議室以外は全て音楽利用を前提としている。特

に大・中ホールはいずれも室内音響を重視して

おり、限られた建築条件の中で十分な音響空間

（気積10㎥以上／席）を確保した上で、適正な

初期反射を得る形状と吸音部位を構成すると

ともに、演目に応じて聴感的なライブネスが可

変できるように吸音付加機構を導入している。 

2.1 大ホールの室内音響 

 中規模ホール（826席）ながら、プロユース

のクラシック演奏（大編成オーケストラ含む）

から市民利用による軽音楽（ポップスコンサー

ト含む）まで対応できるような室内音響性能と

舞台音響設備を有する多目的ホールとして計

画されている。 

 

■音響計画のポイント 

(1) 臨場感のあるコンパクトな客席構成 

 全ての客席に均一に直接音が届くように舞

台を取り囲むバルコニー構成（奥行き寸法23m

以下）とするとともに視覚的に有利で直接音を

損なわない客席勾配（段床カーブ）とした。ま

たプロセニアムアーチを構成する壁・天井は意

匠も含めて舞台と客席がなるべく滑らかにつ

ながる形態を基本として壁面のランダムリブ

2F席

1F席

16m
23.m 11.5m 

10.5m 

吸音ｶｰﾃﾝｻｲﾄﾞｽﾋﾟｰ

ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑｽﾋﾟｰｶ
浮遊天井

写真１ 大ホール内観 

浮遊天井下部 
V=7,703㎥ 
S= 3,381㎡ 

図１ 大ホール平断面 

反射板設置時

V=10,445㎥ 
S= 4,246㎡ 
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により客席への初期反射音の均一化を図った。 

(2) 客席浮遊天井による室容積の最適化 

 フル編成のオーケストラ演奏に対応する舞

台と客席空間を確保するために十分な室容積

（8,300㎥以上）を確保する必要があった。こ

のため、客席天井の半分をサウンドスルーとし

て客席空間につながる天井裏を音響空間とし

て取り込む方式を採用した。 

(3) 音量感・明瞭度・拡がり感のバランス 

音量感や明瞭性に寄与する初期反射音を確

保するため、客席上部には部分的に反射面（浮

遊天井）を配置している。その際、反射音の到

来方向や時刻に応じた配置や角度を検討した

結果、前方ほど大きくかつ低くなるように設定

している。 

また、拡がり感の確保に配慮して上方からの

反射音を適度に抑え、かつ側方・後方からの反

射音が得られるように、上部空間に適度な吸音

要素（空調ダクトの保温ＧＷやキャットウォー

クのカーペット）を配置して、側壁・後壁は反

射性としている。 

この他、舞台反射板と客席の壁面については、

側壁方向からの初期反射音が舞台・客席に到来

するよう、サイドスポット用デッキ、サイドバ

ルコニー、及びフィン等の“音響庇”と内傾面

を意匠と整合するように配置した。 

(4) 吸音カーテンによる残響可変幅の確保 

バルコニー席側壁と浮遊天井開口部に吸音

カーテン（約100㎡）を設置し、舞台幕との併

用により残響時間の可変幅を0.4秒としている。 

■シミュレーションによる上記の検証 

客席の天井・吸音面の配置条件を変えた場合

の幾何音響解析結果を表２示す。これより本ホ

ール最終形態である「天井半分あり（浮遊天

井）」、「吸音上方配置」の状態において音量感・

明瞭度・拡がり感（E50,C80,LE5）のバランス

が適度（中庸）であることが分かる。また、側

壁の音響庇によるLE5の上昇も認められる。 

平断面形状での波動解析結果を図３に示す。

これより客席全域に対して側方・上方から初期

反射音が連続的に到来している様子が伺える。 

■室内音響測定結果（図４～５） 

反射板形式での残響時間は1.7～1.6秒（平均

吸音率0.20～0.22；空席～着席）と適度な響き

が確保されている。同時に楽音の明瞭度に関し

てもC80が0dB、拡がり感についてはLE5が22％

と準扇形の平面形状としては十分な特性が得

られている。また、幕設備形式での残響時間は

1.3～1.2秒（平均吸音率0.27～0.28；空席～着

席）と、反射板形式に対して0.4 秒短くなって

いる。 

表２ 幾何音響解析結課 

天井
吸音 

天井 
なし 

天井半分あり 
（浮遊天井） 

天井 
あり 

E50 ④68.8 ②69.9  ①70.0 

LE5 ①24.0 
③23.1 
庇なし 22.7 

④22.8 

吸音
上方
配置

C80 ⑤0.06 ④0.13  ⑥-0.09 

E50 ⑤68.5 ③69.6  ②69.9 

LE5 ②23.4 ⑤22.7  ⑥22.4 

吸音
後方
配置 C80 ②0.46 ①0.95  ③0.37 

（○数字は各指標値の大きさの順位を示す） 
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図２ 幾何音響解析モデル 

図３ 波動解析結果 (2D-FEM, Time:60msc、
Uper Remit:567Hz)

図４ 残響時間周波数特性 

後方吸音配置

浮遊天井
開口

音響庇

上方吸音配置 

内傾面

音源 

上方からの
反射音 
（一部透過） 

断面形状

平面形状

側方からの反射音
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2.2 サイドスピーカ部位の意匠と音響 

 舞台音響設備は調整卓を中心に周辺機器ま

でをデジタル化してノイズレス・音質維持の高

品位な音響伝送を基本としている。そして、客

席全域に明瞭かつ均質な拡声音がサービスで

きるようにサイド・プロセニアム・補助スピー

カを最適な位置・角度に配置している。さらに

ここではサイドスピーカ前面に設けた意匠と

室内音響上に必要な内装リブ、及びスピーカ埋

め込みによる特性上の悪影響を補正するため

に、たたみ込み信号処理による音場補正装置

(FIR-EQ)を導入した。 

■ スピーカ設置条件とFIR-EQによる補正効果 

二次元の波動解析結果（図６）からスピーカ

前面に設けられたリブによるサイドスピーカ

の指向特性の山谷（干渉縞）が認められる。ま

た 軸上2m点での伝送周波数特性の実測値（図

７）より、FIR-EQ 使用時に8KHz以上の特性が

平坦化していることが分かる（IIR-EQでは補正

できないディップが補正されている）。 

■測定結果（図５/STI） 

 STIの測定結果は幕設備形式で0.63、反射板

形式で0.56～0.58と、十分明瞭な拡声が期待で

きる良好な特性である。 

 

2.3 中ホール音響計画 

平土間形式での展示会、レセプション、各種

イベントからエンドステージ形式（可動席設

置）での音楽会、講演会までのあらゆる用途に

対応可能な多機能空間として計画されている。 

■音響計画のポイント 

(1)直方体をベースに移動観覧席・椅子、昇降

床により一体感のあるワンルーム空間を構成 

(2) 客席の浮遊天井により室容積を拡充すると

ともに初期反射音を最適化 

(3) 吸音幕（舞台幕・カーテン）により用途に

応じて残響時間を可変 

(4) 壁面の傾斜面・凹凸により平行対向面での

エコー障害を排除するとともに音場を均一化 

■測定結果 

残響時間はｴﾝﾄﾞｽﾃｰｼﾞ形式で1.4～0.9秒（平

AVE=0dB 

C80 

AVE=22％ 

LE5： 

図５ 初期反射音特性 

AVE= 
0.56～0,63 
STI 

リブなし リブあり 

10K 

10k 

5K 

5K 

15K

15K

周波数（Hz） 

20dB

Phase(degree)

SPL(dB) 

図７ 伝送周波数特性（軸上 2m点実測）

図６ 波動解析結果 (2D-FEM, Frequency:4KHz) 
－：FIR-EQ on（位相を含め補正） 
--：IIR-EQ on（ｴﾈﾙｷﾞｰのみ補正） 
－：EQ off 
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均吸音率0.21～0.30；吸音幕なし～あり）、平

土間形式で1.2秒（平均吸音率0.23；椅子なし・

吸音幕あり）と、あらゆる用途に対応可能なラ

イブネスが確保されている。またｴﾝﾄﾞｽﾃｰｼﾞ形

式（吸音幕なし）での明瞭度C80が2dB、拡がり

感LE5が25％と大きく、音楽演奏に適した音場

といえる。明瞭度STIも0.6～0.7と良好である。

 

2.4 リハーサル室・練習室の音響計画 

リハーサル、大練習室については集会～音楽

発表会まで、中小練習室については生楽器～バ

ンド練習まで対応できるように各室に吸音幕

を導入している。これにより利用形態に応じた

ライブネスの最適化を図っている。 

表３ 練習室の残響時間及び平均吸音率 
室名 想定用途 条件 RT(s)／α  

ﾘﾊｰｻﾙ室 ﾘﾊｰｻﾙ 
発表会 

吸音幕 
なし～あり 

1.7～1.0 
/0.16～0.26 

大練習室 発表会 
集会 

吸音幕 
なし～あり 

1.4～1.1 
/0.15～0.19 

中練習室 ダンス 
会議 

吸音幕 
なし～あり 

0.8～0.5 
/0.18～0.28 

(1)
器楽練習 
合唱〃 

吸音幕 
なし～あり 

0.8～0.5 
/0.17～0.26 

(2) ﾊﾞﾝﾄﾞ演奏 － 0.3／0.31 

小
練
習
室 (3)

各種練習 
 

吸音幕 
なし～あり 

0.5～0.4 
/0.20～0.25 

＊各値は 250Hz から 2kHz の平均 

3 遮音･騒音計画 
各室相互で所要の遮音性能を確保するため

大中ホールを離隔配置するとともに練習室を

高遮音の浮構造として分散配置している。これ

により、実使用上問題ない遮音性能が確保され

ている。設備騒音については大中ホールとも

NC-15、リハーサル室でNC-25、練習室でNC-15

～30の静けさが確保されている。 

 

4 まとめ 
 本施設は 2012年7月にオープンして以来

様々な用途に利用されている。出演者からも音

響について概ね好評を得ている。特に大ホール

では大型の舞台反射板とコンパクトな客席を

生かした浮遊天井を採用したことで舞台との

一体感の強い良好な音環境が実現されている。

ピアノソロ、室内楽から大編成のオーケストラ

まで、あらゆる楽器編成においてクセのない音

質で十分な音量感と適度な残響・空間感が聴感

印象として認められる。 

市民による文化・芸術活動の拠点施設として、

今後も大いに活用されることを期待したい。 

10.1
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ｴﾝﾄﾞｽﾃｰｼﾞ形式１：吸音幕なし（●空席、○着席）
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図９ 残響時間 

図１０ 初期反射音特性 

図８ 中ホール平面 
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図１１ 遮音・騒音特性 （■浮構造） 
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